
大津北水上安全協会が実施した船舶事故救助訓練に参加しました。

訓練では、SUP利用者の近くに3人乗りの水上オートバイが無謀な航行で接近し、回避できずに衝突し

たという想定で実施されました。

想定内容は、SUP利用者1名が落水して意識を失い、水上オートバイの同乗者2名も落水して溺れ、救助

を求めている状況です。私は水上オートバイの運転手役を担当し、艇上で動けない傷病者を演じました。

事故を目撃した一般人からの110番通報を受け、警備艇、監視艇、パトロール用水上オートバイが現場へ

出動し、要救助者3名の救助活動を実施しました。その後、警備艇が私の健康状態を確認し、自力航行が

可能と判断されたため、警備艇とともに現場水域を離脱して訓練を終了しました。

今回の訓練を通じて、関係機関が迅速かつ連携して救助活動を行う重要性を改めて実感しました。

また、傷病者役として救助を受ける立場を経験したことで、救助活動の流れや安全確保の手順を客観的に

学ぶことができました。今後もこのような訓練に積極的に参加し、海上・水上での事故対応や安全啓発活動に

役立てていきたいと思います。

7月1日
琵琶湖海開き 大津北水上安全協会 船舶事故救助訓練
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